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平成 29 年度から、本学や東京医科歯科大学を含む連携 8 大学が共同で取り組

む「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」が文部科学省「多様な新ニ

ーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル)」養成プラン事

業として採択されました。 
本学はこれまでにも、第 I 期として自治医科大学との共同事業「全人的ながん

医療の実践者養成」、第 II 期には慶應義塾大学を主管校とした連携 10 大学の共

同事業として「高度がん医療開発を先導する専門家の養成」の中で、過去 10 年

にわたり、がんプロフェッショナル医療人材の育成プログラムに積極的に取り

組んで参りました。 
第 III 期となる本事業では、これらの成果を継承しつつ、様々な専門分野で多

職種連携を進め、がん医療の新たなニーズに対応できる、がんプロフェッショ

ナル医療人の育成プログラムとして、平成 30 年 4 月より、「ライフステージに

対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース」および「ゲノム

解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース」を新たに大学院課程に

開設予定です。前者は多職種協働による機能的なチームでライフステージに対

応したがん治療にあたり、患者支援、家族・支援者支援、グリーフ・ケア、タ

ーミナル・ケアまでの広範な対応ができる専門医療職の育成を、後者はゲノム

解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたることが出

来る専門的医療者の育成を目指しています。 
この１年間、各大学とも種々の情報交換を行い、連携しながら準備を進めて

参りました。また本学において事業推進委員会を開催し、人材育成の方法論や

カリキュラムなどの議論を深めて参りました。今般、これまでに開催したシン

ポジウム及びワークショップの発表内容等、本年度の活動記録をひとつの成果

物として冊子にまとめさせていただきましたので、是非ご高覧の上、今後も本

プログラムにご協力・ご支援いただきたいと、宜しくお願い申し上げます。 
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Ⅰ.教育プログラム・コース

の概要 

 
1.ライフステージに対応した 

がんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース 

2.ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した 

医療者育成コース(インテンシブコース) 

 

・申請書 

・コース概略図 
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

10単位以上を履修した上で、履修内容審査に合格すること。

<必修科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん多職種協働アクティブラーニ
ング実習(1単位)

<選択科目>
がん治療薬学(2単位)、がん看護学(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医
療統計(2単位)、診療情報管理学(2単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心
理学概論(2単位)、がん理学療法学(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床
検査学(1単位)

本コースでは従来の専門性にもとづいた縦割りの教育を廃し、本学大学院に学
ぶ異なる専門領域の学生がクロスオーバーして、共にがん医療の現状を学び、
それぞれの専門分野でのがん患者支援および支援者支援計画とその実施に係わ
る専門医療職の養成を目指す。ターミナルケアに加えて、従来十分な対応がな
されてきたといえないグリーフケア、患者就労両立支援、家族・患者支援者支
援などを通じて患者を取りまく環境にトータルに臨床心理に配慮して対応でき
る人材育成を目指す。なお、事例を用いてアクティブラーニングを積極的に採
用する教育を行う。

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科修士課程・博士課程/薬科学研究科修士課程
　/薬学研究科博士課程/医学研究科修士課程・博士課程

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース

医療福祉学研究科修士課程・博士課程
　保健医療学専攻、医療福祉経営専攻、臨床心理学専攻の大学院生
薬科学研究科修士課程
　生命薬科学専攻の大学院生
薬学研究科博士課程
　医療・生命薬学専攻の大学院生
医学研究科修士課程・博士課程
　公衆衛生学専攻、医学専攻の大学院生

2年

多職種協働による機能的なチームを作り、ライフステージに対応したがん治療
にあたり、患者支援、家族・支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナル・ケア
までの広範な対応ができる専門医療職。

平成29年度　文部科学省「多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン」採択

（連携8大学）東京医科歯科大学、慶應義塾大学、国際医療福祉大学、

‐未来がん医療プロフェッショナル養成プラン‐

国際医療福祉大学大学院【教育プログラム・コースの概要①】

聖マリアンナ医科大学、東京医科大学、東京薬科大学、秋田大学、弘前大学
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指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

本学大学院生 0 5 5 5 5 20

計 0 5 5 5 5 20

受入目標人数

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者もしくは指導教員が
責任をもって指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを
構成する運営委員が対応する。

患者を中心に様々な医療スタッフがそれぞれの専門分野を活かしながら、ライ
フステージに応じてがん患者およびがん患者支援者にとり最善と思われる支援
を提供する専門家となり、がん診療病院および様々な支援を行う機関において
指導的役割を担うことを期待する。このことはがん患者、支援者だけでなく、
それを受け入れる社会や地域にとり多大な利益をもたらすと考える。

平成30年4月
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

ゲノム解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたるこ
とが出来る専門的医療者

国際医療福祉大学大学院【教育プログラム・コースの概要②】

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科博士課程 保健医療学専攻
　薬学研究科博士課程 医療･生命薬学専攻
　医学研究科博士課程 医学専攻

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ
コース）

薬剤師、看護師、診療放射線技師、医師、臨床検査技師等（一部修士課程を含
む）

1年

本教育プログラム・コースで定める科目を履修し、試験に合格すること

<必修科目>
がんゲノム解析学(1単位)、臨床腫瘍学各論(１単位)、がんゲノム解析実習(1単
位)

<選択科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん治療薬学(2単位)、がん看護学
(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医療統計(2単位)、診療情報管理学(2
単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心理学概論(2単位)、がん理学療法学
(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床検査学(1単位)、がんゲノム解析実
習(1単位以上)、臨床腫瘍学診療実習(2単位以上)

標準治療が限られている希少がんや標準治療に対して不応・不耐となったがん
症例に対しては、ゲノム解析をベースとした遺伝子異常に基づく治療が極めて
大きなウエイトを占める。2015年の米国大統領による一般演説において
「Precision Medicine」という用語が用いられてから、がんゲノムの異常に焦
点を絞った治療・研究が脚光を浴びており、日本国内においても全国的規模で
の多施設共同臨床研究が行われ、成果が得られつつある。東京都がん診療連携
拠点病院である国際医療福祉大学三田病院では希少がん診療を含め、数多くの
先進的がん診療を実践している。本コースでは、数多くの肉腫患者の参加同意
を得て、全ゲノム解析研究を積極的に行っている国際医療福祉大学三田病院肉
腫センターにおいて、次世代のがん診療に不可欠ながんゲノム解析学の基礎及
び実際を学ぶ。本コースは、臨床腫瘍学の基礎と実践を系統的講義、臨床実
習、各種セミナー・講演会を通して学ぶことが出来、特に、全国的にも類を見
ない集約化された豊富な症例数とゲノム解析の実績を持つ希少がん診療に重点
を置いた教育プログラムとなっており、独創性がある。

国際医療福祉大学三田病院肉腫センターには、がんゲノム解析並びに臨床試験
を含めたがん診療に精通した医師、技術者が常勤しており、また病院には、が
ん治療認定医、がん薬物療法専門医・指導医、がん化学療法認定看護師、がん
性疼痛看護認定看護師、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師が常勤して
いる。がんゲノム解析実習ならびに、臨床腫瘍医養成のための病院実習におい
ては、これらのエクスパートによる直接指導を行う。さらに、がんゲノム解析
学総論、ならびに臨床腫瘍学各論（希少がんを中心とした）の集中講義におい
ては、学内外に講師を要請し、各分野のエクスパートによる最新の講義を行う
計画である。また、連携大学とのネットワーク等を介した教材等の共有によ
り、効率的に教育を行うシステムを構築する予定である。
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教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

本学大学院生 0 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

受入目標人数

患者を中心に医師や看護師、薬剤師をはじめとする医療スタッフがそれぞれの
専門分野を活かしながら、患者と家族にとって最善と思われる治療を提供する
ことがチーム医療に求められている。特に、がん先端治療という極めて専門的
な知識が必要とされる領域において、その専門性を活かし、機能的にチーム医
療ができる人材を育成することは、患者にとって多大な利益となる。また、そ
れぞれの職種における専門資格（がん専門薬剤師、がん看護専門看護師、がん
薬物療法専門医、がん治療認定医、など）を取得することを目標とし、コース
終了者のキャリア並びにその後の研修にとって大きなアドバンテージを得るこ
とになる。

平成30年4月
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Ⅱ.平成 29 年度 

主な活動 
 

 

１．多職種協働市民公開シンポジウム 

２．がんプロフェッショナル養成のための 

教育ワークショップ 

３．映像教材の開発  
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ライフステージに応じたがん診療

文部科学省事業 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」

日時: 平成29年10月22日(日) 14:00～16:50（開場13：30）

会場: 国際医療福祉大学大学院 東京青山キャンパス5階 Ａ教室
〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4・5階

対象: 一般市民、医療関係者、学校関係者、学生・大学院生

東京メトロ銀座線・半蔵門線・都営大江戸線
「青山一丁目」駅3番出口より徒歩2分

開会挨拶（14：00～14：05） 三浦 総一郎 国際医療福祉大学大学院長

講 演（14：05～16：10）

14：05～14：30 平島 奈津子 国際医療福祉大学三田病院精神科/国際医療福祉大学 教授

「がん患者への実践的なグリーフケア支援」

14：30～14：55 亀口 憲治 国際医療福祉大学大学院臨床心理学専攻主任 教授

「がん患者・家族・支援者支援と臨床心理の実際」

14：55～15：20 西 智弘 川崎市立井田病院化学療法センター医長/かわさき総合ケアセンター医長

「がん診療と緩和ケアの実際」

15：20～15：45 矢ヶ崎 香 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 准教授

「ライフステージに応じたがん看護」

15：45～16：10 久野 美智子 聖路加国際病院こども医療支援室

「がんの親を持つ子どもの心理支援」

総合討論（16：10～16：45）

総 括（16：45～16：50） 森川 康英 国際医療福祉大学病院小児外科/国際医療福祉大学 教授

国際医療福祉大学大学院 多職種協働市民公開シンポジウム

【お申込み・お問合せ先】 ＊参加費無料

●申込締切： １０月１９日（木）必着

●申込方法： Email または FAX

①氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、②連絡先（Tel/Email）、③同伴者

氏名（同伴者がいる場合）をご記入のうえ、

下記宛Email または FAXでお申し込みください。

国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局

Tel: 03-6406-8621 Fax : 03-6406-8622

Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp

樋口 肇

荒木田 美香子 国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻看護学分野責任者 教授

国際医療福祉大学三田病院消化器センター消化器化学療法部長
国際医療福祉大学医学部臨床腫瘍学主任教授

文部科学省事業「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」

高度がん医療開発を先導する専門家の養成

文部科学省事業「がんプロフェッショナル養成プラン」

全人的ながん医療の実践者養成

～ が ん 患 者 ケ ア に 多 職 種 で ど う 向 き 合 う か ～

座
長

【プログラム】

参加費
無料
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国際医療福祉大学大学院　多職種協働市民公開シンポジウム　

日　時： 平成29年10月22日　14：00～16：50　　

テーマ： ライフステージに応じたがん診療～がん患者ケアに多職種でどう向き合うか～

■参加　全体：４４名　うち一般参加：２７名

■アンケート回答状況　提出：２５名　提出率：５６.８％ 

■アンケート結果集計

①区分 １　一般参加 13 52.0%

２　国際医療福祉大学グループ

教職員・院生・学部生 12 48.0%

合計 25 100.0%

②性別 １　男 9 36.0%

２　女 16 64.0%

合計 25 100.0%

③年齢 １　１０代 0 0.0%

２　２０代 3 12.0%

３　３０代 3 12.0%

４　４０代 6 24.0%

５　５０代 9 36.0%

６　６０代 3 12.0%

７　７０代以上 0 0.0%

記載なし 1 4.0%

合計 25 100.0%

④職業 １　院生（博士課程） 4 14.3%
　（複数可） ２　院生（修士課程） 1 3.6%

３　学部生 3 10.7%

４　教員 6 21.4%

５　医師 1 3.6%

６　看護師 6 21.4%

７　薬剤師 0 0.0%

８　診療放射線技師 0 0.0%

９　なし 0 0.0%

10　その他

医療従事者 1 3.6%

臨床心理士 2 7.1%

患者 1 3.6%

ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 1 3.6%

社会福祉法人 1 3.6%

記載なし 1 3.6%

合計 28 100.0%

平成29年度　アンケート結果集計

場　所： 国際医療福祉大学大学院　東京青山キャンパス　5階　A教室

2017年10月
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⑤所属（任意）

群馬県立小児医療センター血液腫瘍科

人文学部国際コミュニケーション学科

済生会神奈川県病院

順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科精神保健学教室

大学院　看護学分野

大学院　放射線・情報科分野

AIMSインターナショナルジャパン

大学教員

⑥本日のシンジウムに参加したきっかけは何ですか。（複数可）

１　本学大学院のホームページを見て 2 6.1%

２　本学大学院のフェイスブック・ツイッターを見て 0 0.0%

6 18.2%

9 27.3%

５　本学の学内掲示を見て 4 12.1%

６　本学関連病院の掲示を見て 0 0.0%

７　新聞広告を見て(読売新聞) 0 0.0%

８　新聞広告を見て(朝日新聞) 1 3.0%

９　港区公共施設(図書館・区役所等)の案内を見て 1 3.0%

10　乃木坂スクール事務局の案内を見て 1 3.0%

11　同窓会(マロニエ会)の案内を見て 1 3.0%

12　テーマがよかったから 2 6.1%

13　講師がよかったから 2 6.1%

14　指導教員・上司・家族・知人に聞いて 1 3.0%

15　その他（具体的に）

自・院内のお知らせ 1 3.0%

大学院からの資料 1 3.0%

教員からの誘い 1 3.0%

合計 33 100.0%

⑦本日のシンポジウムの内容について、ご理解いただけましたか。

１　よく理解できた 16 64.0%

２　理解できた 9 36.0%

３　どちらともいえない 0 0.0%

４　理解できなかった 0 0.0%

５　無回答 0 0.0%

合計 25 100.0%

⑧本日のシンポジウムに、ご満足いただけましたか。

１　とても満足 12 48.0%

２　満足 11 44.0%

３　ふつう 2 8.0%

４　不満 0 0.0%

合計 25 100.0%

４　がんプロ事務局の案内(ﾒｰﾙ)を見て(*教職員・院生)

３　がんプロ事務局の案内(郵便・ﾒｰﾙ)を見て(*一般参加)
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⑨本日のシンポジウムに対するご意見、ご感想をご自由にお書きください。

　　　　◆一般参加

・

・

・

・

・

・

・

・

⑩ご来場いただいたご本人およびご家族、ご友人についてお伺いいたします。（複数可）

　　　　がん治療について

１　闘病中の方がいる

１　ご自身 2

２　ご家族 3

３　ご友人 1

合計 6

２　闘病経験のある方がいる

１　ご自身 0

２　ご家族 6

３　ご友人 0

合計 6

３　がんで亡くなられた方がいる

１　ご家族 8

２　ご友人 3

合計 11

４　特に該当しない 5

記載なし 6

⑪本学がんプロの講演・シンポジウム等に何回程度お越しいただいていますか。

１　１回 18 72.0%

２　２回 2 8.0%

３　３回以上 2 8.0%

記載なし 3 12.0%

合計 25 88.0%

以上

タイムリーなテーマ選定。

大変多くの気づきを得ることができました。

もう少しお一人ずつの時間があればよかったかもしれませんが、大変勉強になりました。
ありがとうございました。

子どもの心理支援の重要性を強く感じました。

貴重な情報を得ることができ、大きな気づきが多々あった。

実際の臨床で働かれている方のお話は役に立った。

平島先生に、ソーシャルワーカーの存在を認めていただける発言がうれしかったです。

久野先生の内容に関心があり今日参加したのですが、大変勉強になりました。

知らないことがたくさんあるので、亀口先生のお話など、すごいなと感じました。

かねてから問題意識のあった分野を、体系的に現状をわかりやすくおうかがいできたので
よかった。

　　　　◆国際医療福祉大学グループ

・
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文部科学省事業 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」

日時: 平成29年12月10日(日) 13:00～16:05（開場12：30）

会場: 国際医療福祉大学大学院 東京青山キャンパス5階 ホール
〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4・5階

対象: 一般市民、医療関係者、学校関係者、学生・大学院生

東京メトロ銀座線・半蔵門線・都営大江戸線
「青山一丁目」駅3番出口より徒歩2分

開会挨拶 13：00～13：05 三浦 総一郎 国際医療福祉大学大学院長

基調講演 13：05～13：55 辻 省次 国際医療福祉大学大学院教授

「個別化医療を目指した次世代ゲノム情報解析の動向と課題」

講 演1 13：55～14：25 樋口 肇

「消化器癌のゲノム情報解析」

講 演2 14：25～14：55 多田 雄一郎 国際医療福祉大学三田病院頭頸部腫瘍センター／国際医療福祉大学医学部准教授

「唾液腺癌のゲノム情報解析」

講 演3 14：55～15：25 高橋 克仁 国際医療福祉大学三田病院肉腫センター長／国際医療福祉大学 病院教授

「肉腫のゲノム情報解析」

講 演4 15：25～15：55 四元 淳子 お茶の水女子大学大学院遺伝カウンセリングコース

「がんゲノム医療の遺伝カウンセリングをどうするか」

アンサーパッドを使って 15：55～16：05

国際医療福祉大学大学院 がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ

【お申込み・お問合せ先】 ＊参加費無料

●申込締切： １２月７日（木）必着

●申込方法： Email または FAX

①氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、②連絡先（Tel/Email）、③同伴者

氏名（同伴者がいる場合）をご記入のうえ、

下記宛Email または FAXでお申し込みください。

国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局

Tel: 03-6406-8621 Fax : 03-6406-8622

Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp

高石 官均 慶應義塾大学医学部腫瘍センター准教授

樋口 肇

国際医療福祉大学三田病院消化器センター消化器化学療法部長
国際医療福祉大学医学部臨床腫瘍学主任教授

文部科学省事業「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」

高度がん医療開発を先導する専門家の養成

文部科学省事業「がんプロフェッショナル養成プラン」

全人的ながん医療の実践者養成

座
長【プログラム】

ゲ ノ ム 情 報 は が ん 治 療 に
ど の よ う に 役 立 つ の か ？

国際医療福祉大学三田病院消化器センター消化器化学療法部長
国際医療福祉大学医学部臨床腫瘍学主任教授

定員
50名
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Proportion of hereditary cancer   
がんの種別 遺伝性の割合 

卵巣がん 15～25％ 

乳がん 5～10％ 

大腸がん ～30％ 

すい臓がん 5～10% 

腎臓がん 3～5％ 

paraganglioma 10～30% 

ASCO 

一般のがんと遺伝性のがん
 がんは遺伝子変異の蓄積によって
発症する

 平均すると全てのがんの ～ ％
は遺伝性である

 遺伝性の割合は、がんの種別に
よって異なる

 遺伝性のがんの評価をするために
は、個人の病歴および家族歴の聴
取が重要である

家族性

遺伝性散発性

生涯にがんに罹患す
る割合とその要因 遺伝性腫瘍 

散発性腫瘍 
（普通のがん） 

0 20 40 60 80

H

G

F

E

D

C

B

A

遺伝要因 
環境要因 

喫煙者 

運動・サプリメント 

発がんには遺伝要因
と環境要因が関連し
て発がんするがその
関与比率は個々で大
きく異なる 

遺伝性のがんの特徴

60y 
48y卵巣がん 
40y 乳がん 

d.30y 乳がん 

27ｙ 乳がん 31歳  

58y 
40y乳がん 

33ｙ乳がん 

35y 乳がん 

55y 前立腺がん 

がん罹患者

がん非罹患者

遺伝性腫瘍の特徴的所見
家系内の複数のメンバーががんに罹患
何人かの血縁者に特定のがんや特徴的ながんが集積している
複数の原発腫瘍が同一臓器にみられる
複数の臓器に原発腫瘍が多発する
ペアである臓器の両側に原発腫瘍
同一臓器に多発腫瘍（例：同側乳房に同じ原発腫瘍を起源とする多発腫瘍）
一般的な当該腫瘍発症年齢より若く発症（ 歳以下）
稀な組織像（例：男性乳がん）

一般のがんと遺伝性のがん

がんゲノム医療の
遺伝カウンセリングをどうするか

四元 淳子 
お茶の水女子大学基幹研究院自然科学系 

大学院ライフサイエンス専攻 
遺伝カウンセリングコース 

国際医療福祉大学大学院 
がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ 

DEC 9 2017 
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遺伝子ごとの生涯罹患リスク（乳がん） 

D Euhus AnnSurgOncol,2014 

遺伝カウンセリングって？

腫瘍領域における 
遺伝カウンセリングの効果 

遺伝カウンセリングは・・・ 
（がん関連の）苦悩を軽減し,リスク
認知を改善させる。 

遺伝子検査を冷静に検討する機会と
なる（抑止効果もある） 
 

アメリカ合衆国保健福祉省 

遺伝性腫瘍と診断がつくことによる
メリット

 がんのサーベイランス法や開始年齢の判断

 リスク低減のための選択肢の検討（例：子どもを産
み終えた乳がん 卵巣がんのリスクのある女性の卵
管卵巣摘出）

 遺伝子特異的ながんとの関連から、子宮がん、大腸
がん、卵巣がんなどの発症リスクを予測する（例：

）

 治療に関するガイダンス（例： 変異を持つ人
は、放射線による治療を避ける等）

 家系内において他のリスクのある人を見出す

 遺伝子特異的治療法やリスク低減のための方法につ
いてのガイダンスを提供する

血縁者向けBRCA遺伝学的検査の 
結果がもたらす心理的な影響 

陽性の場合 変異無しの場合 

• 将来発症する可能性のある
HBOC関連がんに対する恐れや
不安 

• BRCA病的バリアントを有して

いることへの負の感情（落胆、
無念、不満、悲観など） 

• 自身の次の世代に病的バリアン
トを引き継ぐ可能性があること
に関する苦悩や罪悪感 

• 自身のHBOC関連がん対策の具

体的な選択肢が明確になったこ
とに対する期待感や前向きな感
情 

• 自身のがんリスクが一般集団と同
程度だと分かることによるがん発
症への不安・心配の軽減 

• 自身の次の世代に病的バリアント
を引き継ぐ可能性がないことが分
かることで得られる安堵 

• サバイバーズ ギルト：家系内で
自分がHBOC関連がん発症リスク

から解放されたことについて、家
系内の他の血縁者（特にがんの既
往歴のある人や病的バリアントを
有している人）に対する罪悪感 

血縁者の関係

第 度近親者 両親 きょうだい子ども

第 度近親者 親違いのきょうだいおば おじ
祖父母めいおい

第 度近親者 いとこ大おじ大おば曾祖父母

第 度近親者まで聴取することが基本

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 
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≠ しかし

一部はオーバーラップしている

正常細胞

正常細胞 細胞分裂の制御喪失 がん発生

遺伝子変異の原因 
• 加齢 
• 喫煙 
• 放射線 
• その他の要因 

一般的ながんの発生

正常な 
2コピーの 
遺伝子 

1コピーの 
遺伝子が 
変異 

2コピーの 
遺伝子とも 
変異 

加齢

２hit Theory 

遺伝性のがん

生まれつき
遺伝子変異
をもつ細胞

細胞分裂の制御喪失 がん発生

遺伝性のがんの特徴 
• 発症年齢が早い 
• 基本的に体中の細胞に生
まれつきの遺伝子変異を
有するため複数のがんの
発症の可能性が高まる 

生まれつき 
1コピーの 
遺伝子が 
変異している 

2コピーとも 
遺伝子が 
変異 

加齢

Somatic Testing
（腫瘍組織） 

Germline Testing
（生殖細胞系列） 

主な目的 • 標的となる変異を
特定する 
 治療,進行の評価,
診断の補助 

• 病的変異を特定す
る 
 遺伝性のがんの
見極め 

どのように 
行われている
か 

• 医師/腫瘍専門医,外
科医,病理医 

• 一般に治療の早い時
期 

• 患者の同意 

• 医師/腫瘍専門医,臨
床遺伝専門医,遺伝
カウンセラー 

• 患者の同意が必須 
• カウンセリングの施
行 

C.Winter, et al, Annals ofOncology,2016 

• Swedenからの報告 
• 293名のunselectedな乳が
ん患者に対し,PAM50によ
りsomatic mutationを検

索した結果右のような結
果となった 

• 腫瘍での遺伝子変異は
11%に確認された。 

• その2/3がgermlineの変異

に由来することが確認さ
れた 

• 全体の3%が
somaticmutation,7%が
germlineのBRCA1/2変異 

• 2hit theoryが裏付けられ
た結果となった 

がんは遺伝子の病気である
 （生殖細胞系
列： ）
生まれつきの遺伝子の変異によりがんに罹り易
い体質となる。遺伝子特異的ながんの罹患リス
クが上昇する。親から子へ伝わる場合と突然変
異の場合がある。卵子や精子などの生殖細胞を
介した変異

 （腫瘍組織：
）

後天的に獲得したがん発症の要因となる遺伝子
変異。体細胞遺伝子変異の により、が
んの性質や薬剤応答性などの として
利用されている。基本的に親から子へは伝わら
ないが が

を示唆することがある
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がんゲノム医療における

二次的・偶発的所見

がんに罹患する可能性の高い人 

家族歴 
個人の 
病歴 

遺伝カウンセリング 
Informed consent 

遺伝子検査 
“限定された 
遺伝子対象” 

リスクに応じた治療・
予防・サーベイランス

等の医学的管理 

遺伝子検査 
“パネルによる
複数の遺伝子を

対象” 

科学的根拠不十分な
状況下での医学的管

理 

結果に基
づくがん
のリスク
評価 

 
がんの
リスク
評価 

～ 現在

がんに罹患している人 

家族歴 個人の 
病歴 

遺伝カウンセリング 

リスクに応じた治療・予防・ 
サーベイランス等の医学的管理 

がん腫瘍組織の 
遺伝子関連検査 
“複数の遺伝子” 

科学的根拠不十分な状況下
での医学的管理 

結果に基づくがんの
リスク 
評価 

Germline の遺伝学的検査 
“複数の遺伝子” 

Informed consent 

☆クライエントが”遺伝性”を意識して
いない 

 ACMG Statement for secondary 
findings in clinical exome and genome 

sequencing 2016 update 

American Society of Clinical Oncology Policy 
Statement Update: Genetic and Genomic Testing 

for Cancer Susceptibility(ASCO) 

患者と医療者は、がん組織の遺
伝子関連検査の結果が 

germlineの遺伝子変異を示唆す

るかもしれないことに注意しな
ければならない 

医療者は、incidental and 
secondary germline findingsが認

められた場合に、患者がそれを知
りたいか否かについて、検査前に
きちんと話し合い、同意を得てお

かなければならない ASCO, Robson, et al JCO 
2015 

二次的所見 偶発的所見
 Secondary findings（SFs:二次的所見） 

 検査の目的から外れて意図的に見つける所見 
 Incidental findings（Ifs:偶発的所見） 

 検査の目的から外れて偶然に見つかる所見 
 

 その区別は必ずしも容易ではない 
 

 SFs/Ifsには被検者の症状とは全く関連のな
い他の疾患の疾患責任遺伝子の病的バリア
ントならびに体細胞遺伝子検査において偶
然に見つかる生殖細胞系列のバリアントな
どがある 

 
 

人類遺伝学会 
次世代シークエンサーを用いた網羅的遺伝学的検査に関する提言 

― 67 ―



二次的所見 偶発的所見
 医療的な介入が可能で、患者の健康管理に有用な情報は可
能な限り患者に返却すべき（ACMG SF v2.0 2016） 

 SFs/Ifsの開示に関しては検査施設や各研究プロジェクトで

事前に決定した方針に従いそれらへの対応方法（開示す
る・しない）を検査前に説明しICを取得すること 

 開示の方針のもとにICを得る場合には被検者がこれを拒否
できるオプション（オプトアウト）を含めること 

 被検者に開示すべき遺伝子のバリアントについてはACMG
（米国臨床遺伝・ゲノム学会）の推奨を参考に専門家を交
え臨床的影響度を慎重に検討し決定すべき。必ずしも対象
遺伝子に検出した全てのバリアントの開示ではない 

 開示することを決定したバリアントについては確認検査や
その臨床的意義・健康管理上の対応策について十分な検討
を行い被検者の意思を尊重し十分な遺伝カウンセリングを
提供し説明がなされなければならない 
 
 

実際の診療に際して 
 診断検査が考慮される患者が受診する前に 

二次的所見/偶発的所見の取り扱い 
検査前の被検者への説明とICの取得方法 
検査結果を開示する際の説明手順などについて定
めておくこと 

特に研究として実施する場合には上記の対応方法
について倫理審査委員会の承認を得ておくこと 

 結果の解釈には専門的知識が必要 
検査部門だけで対応できない場合には遺伝子診療
部門のスタッフ、対象疾患の専門医、バイオイン
フォマティクスの専門家等と連携し臨床情報と照
合して慎重に解釈すること 

人類遺伝学会 
次世代シークエンサーを用いた網羅的遺伝学的検査に関する提言 

自動的に の検査を考慮

 BRCA1,BRCA2,MLH1,MSH2,MSH6 
 High risk 
 Clinical actionability (NCCN) 

 

 BLIP1,PALB2,RAD51C,RAD51D 
Moderate risk 
 Potential clinical actionability (NCCN) 
 Phenotype unclear 

関連乳がん卵巣がんの医学的管理

 乳房について意識する： 歳から開始

 医療機関での乳房検診： 歳から ～ ヶ月に
回

 ― 25～ 歳：年 回の （できなけれ
ばトモシンセシスによるマンモグラフィ）

 ― 30～ 歳：年 回のできればトモシンセ
シスによるマンモグラフィもしくは

 ― 75歳以上 ：個別に管理を考慮する

 リスク低減乳房切除 の選択肢について話し
合う

 乳がん発症予防効果、乳房再建、リスクにつ
いて、さらに家族歴と今後の年齢に応じた乳
がんリスクと余命期間についても話し合う

 卵管卵巣摘出術 を推奨する

 典型的には 歳から 歳の女性の場合には
子どもの出産が完了次第考慮する。

 変異保有者は、 に比し
歳程度卵巣がんの発症年齢が遅くなるの

で、 による卵巣がんの管理を
歳とするのは妥当である。

 挙児についての希望、がんのリスクの程度、
乳がん卵巣がんに対する予防の程度、更年期
症状の医学的管理、短期のホルモン補充療法、
そして関連する医学的諸問題について話しあ
う。

 卵管単独切除は依然として卵巣がん発症のリスク
を伴うと懸念される（標準的な予防法とはなって
いない）。

 閉経前の女性にとっては卵巣摘出は乳がんの予防
にもなりうるがその効果は不明であり、おそらく
遺伝子ごとに異なると考えられている。

乳がん 卵巣がん

 を選択する場合には心理社会的、社会的、そして人生の質という側面を大切に検討
する

 を選択しなかった患者に対しては、効果は不明ではあるものの経腟超音波と に
よる卵巣がん検診を行うが、担当医の判断により 歳で開始する

乳がんと卵巣がんのリスク低減のための薬剤の投与についてはリスクと効果を測ったうえで検討
する

臨床研究的な画像スクリーニングについても可能な場合には検討する

心理社会的管理

臨床像がある程度わかっている遺伝子



 
このような遺伝子に変異が認められた場合には、
遺伝性腫瘍の専門家と相談したほうがいいかも

 

 
 

がん領域の二次的所見に対する考え方 

 がんクリニカルシークエンスにおいて標的
となる遺伝子には、がん抑制遺伝子の多く
が含まれることから生殖細胞系列の病的バ
リアントを検出する可能性について十分に
認識し、遺伝性・家族性腫瘍等の原因とな
る二次的所見の取り扱いについて慎重に対
応する必要がある 

人類遺伝学会 
次世代シークエンサーを用いた網羅的遺伝学的検査に関する提言 
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遺伝子ごとのマネジメント 

がん分野でのこれからの
遺伝カウンセリング

Robin Lee et al,NSGC 2016 

• 遺伝とは、遺伝子、遺伝子変異と
は？ 

• 患者はどのようにリスク評価をする
だろうか 

• 遺伝子検査がどのように行われ何が
わかるのか 

• 遺伝子検査の結果の可能性について 
• 遺伝子検査の限界 
• 遺伝子検査を受けることは強制では
ないこと 

• 遺伝子変異があれば、スクリーニン
グ化外科手術の選択肢があること 

• 私のがんは遺伝性なんですか？ 
• 私はがんに罹るのでしょうか？ 
• がんの原因はなんなのですか？ 
• 家族はがんに罹るのですか？ 
• 私はまたがんになるのですか？ 

 その時何ができますか？ 
• 家族や子どもを守るために私に
できることがありますか？ 
 
 
 

患者さんの素朴な疑問

 がんの遺伝子変異って何？遺伝するの？

 遺伝子の変異が原因のがんと遺伝性のがんはど
う違うの？

 体細胞とか生殖細胞系列とかよくわからない

 同じ遺伝子の変異なのに何がどう違うの？

 私にとってどう役に立つの？

 ・・・・・

患者さんへの説明
 患者さんに と の違い
をわかりやすく説明できるのか？
医療者でも混乱するテーマである

 それぞれを見極めることでのメリット
は？
治療やマネジメントはどう変わるのか

 デメリットはないのか？
家族への影響は？

 費用の問題
自費診療

取扱い注意

 腫瘍組織における 変異の頻度は非常に高い

 一方で、 変異は低い

 （ ）

 ブラジルに

 特異的臨床像

 に変異が認められた場合、家族歴を考慮
し を検討

Somatic 
frequency

Germline 
frequency

浸透率

High Lower High

― 69 ―



時代の
遺伝カウンセリング インフォームド

コンセント
 予測していなかった結果となりうるかもしれない

 がんが の遺伝子変異を予測しうること

 家系内の遺伝子検査へと広がる可能性

 遺伝子特異的マネジメントがしばしば不可能であ
ること

 腫瘍専門医と遺伝カウンセラーとのコラボレー
ションの機会

Haidle et al, NSGC 2016  

謝辞 
座長 
高石 官均 先生 
樋口 肇 先生 
 
ご清聴ありがとうございました 
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国際医療福祉大学大学院　がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ

日　時： 平成２9年１2月10日　１3：００～１6：05　　

テーマ： ゲノム情報はがん治療にどのように役立つのか？

■参加　全体：55名　うち一般参加：33名

■アンケート回答状況　提出：38名　提出率：69.1％ 

■アンケート結果集計

①区分 １　一般参加 24 63.2%

２　国際医療福祉大学グループ

教職員・院生・学部生 14 36.8%

合計 38 100.0%

②性別 １　男 19 50.0%

２　女 19 50.0%

合計 38 100.0%

③年齢 １　１０代 0 0.0%

２　２０代 1 2.6%

３　３０代 5 13.2%

４　４０代 11 28.9%

５　５０代 13 34.2%

６　６０代 4 10.5%

７　７０代以上 4 10.5%

記載なし 0.0%

合計 38 100.0%

④職業 １　院生（博士課程） 5 12.5%
　（複数可） ２　院生（修士課程） 2 5.0%

３　学部生 0 0.0%

４　教員 5 12.5%

５　医師 5 12.5%

６　看護師 2 5.0%

７　薬剤師 2 5.0%

８　診療放射線技師 0 0.0%

９　なし 3 7.5%

10　その他

がん登録実務担当者 1 2.5%

医療情報技師 1 2.5%

がんゲノム検査コーディネー 1 2.5%

医療アシスタント(兼通訳） 1 2.5%

患者家族 2 5.0%

ＣＲＯ 1 2.5%

会社員 5 12.5%

ＩＴベンダー 1 2.5%

記入なし 2 5.0%

記載なし 1 2.5%

合計 40 100.0%

平成29年度　アンケート結果集計

2017年12月

場　所： 国際医療福祉大学大学院　東京青山キャンパス　5階　ホール
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⑤所属（任意）ＡＲ2リンクサポート株式会社

東京医科歯科大学臨床腫瘍学分野　医師

東京工業大学　環境・社会理工学院融合理工学系原子核工学コース

関東労災病院　医師

医療アシスタント・コールセンター　来日中国人の医療関連サポート

株式会社健育社

医学部公衆衛生学　教員

山王病院　医師

⑥本日のシンジウムに参加したきっかけは何ですか。（複数可）

１　本学大学院のホームページを見て 8 14.8%

２　本学大学院のフェイスブック・ツイッターを見て 0 0.0%

３　がんプロ事務局の案内(郵便・ﾒｰﾙ)を見て(*一般参 5 9.3%

４　本学の学内掲示を見て 5 9.3%

５　がんプロ事務局の案内(ﾒｰﾙ)を見て(*教職員・院生 8 14.8%

６　本学関連病院の掲示を見て 4 7.4%

7　日本肉腫学会の案内を見て 0 0.0%

８　新聞広告を見て(読売新聞) 4 7.4%

９　新聞広告を見て(朝日新聞) 2 3.7%

10　港区公共施設(図書館・区役所等)の案内を見て 0 0.0%

11　乃木坂スクール事務局の案内を見て 4 7.4%

12　同窓会(マロニエ会)の案内を見て 1 1.9%

13　テーマがよかったから 6 11.1%

14　講師がよかったから 2 3.7%

15　指導教員・上司・家族・知人に聞いて 3 5.6%

16　その他（具体的に） 0.0%

医学研究科進学説明会での宣伝 1 1.9%

遺伝子カウンセラー入学検討中 1 1.9%

合計 54 100.0%

⑦本日のシンポジウムの内容について、ご理解いただけましたか。

１　よく理解できた 11 28.9%

２　理解できた 20 52.6%

３　どちらともいえない 7 18.4%

４　理解できなかった 0 0.0%

５　無回答 0 0.0%

合計 38 100.0%

・（ご意見）話が専門的だし情報量が多すぎる

・（ご意見）初めて触れた分野なので、がんの新しい治療法として把握したい気持ちです

⑧本日のシンポジウムに、ご満足いただけましたか。

１　とても満足 14 36.8%

２　満足 19 50.0%

３　ふつう 3 7.9%

４　不満 1 2.6%

５　無回答 1 2.6%

合計 38 100.0%

東京医科歯科大学医学部附属病院がんゲノム診療科（腫瘍センター）がんゲノム検査コーディネーター
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⑨本日のシンポジウムに対するご意見、ご感想をご自由にお書きください。

　　　　◆一般参加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

⑩ご来場いただいたご本人およびご家族、ご友人についてお伺いいたします。（複数可）

　　　　がん治療について

１　闘病中の方がいる

１　ご自身 2

２　ご家族 3

３　ご友人 3

合計 8

２　闘病経験のある方がいる

１　ご自身 2

２　ご家族 7

３　ご友人 3

合計 12

３　がんで亡くなられた方がいる

１　ご家族 11

２　ご友人 5

合計 16

４　特に該当しない 10

５　無回答 6

⑪本学がんプロの講演・シンポジウム等に何回程度お越しいただいていますか。

１　１回 27 71.1%

２　２回 8 21.1%

３　３回以上 3 7.9%

記載なし 0.0%

合計 38 100.0%

以上

三田病院で実施されるがんゲノム医療の内容の一部がわかってよかった。

多田先生、高橋先生の話はよかった。高橋先生は長年の肉腫研究の成果が実って

基礎医学のみをやってきた自分にとっては、初めて聴く内容が多く感激しました。しかし

　　　　◆国際医療福祉大学グループ

辻先生の50分はわかりやすく興味が持てた。

ゲノム医療における治療方法が、今後日本でどのような取り込みがあるかを期待いたします。

全部は理解できませんでした。

休憩の時間が欲しい。

通常のTumor(腫瘍)に加えて、白血病のゲノムのかかわりも次にあれば。

時間超過し過ぎ。

がんの発症の原因が、遺伝子や塩基の配列に問題（たとえば遺伝子等の欠落）があった場合に、

その問題が症状に対応する薬がすべて存在しているわけではないということは理解しましたが、

途中にトイレ休憩が欲しい。

知ることができた。

専門性が高く、大変勉強になりました。ありがとうございました。

患者は過度に期待してしまいがちではないでしょうか。患者サイドが、知りたいことを上手に

医療者に伝えて、満足のいく治療を受けていくことの難しさを改めて感じました。

なんとなく知っていたゲノムというものが、医療においてどれほど深くかかわっていたか、

この私の理解が正しいのかどうかはわかりません。遺伝子等の症状の原因を除くための

処方は別の研究だということなのでしょうか？

ゲノムについて、今わかること、できないことがよくわかってよかった。

一般の方の対象では少しヘビーだったのかと思います。

昭和6年生まれ、中学2年生の時、生物の先生よりゲノムのことを知った。

聞きごたえがあった。
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福
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茶
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情
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」

（
開

催
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成
2
9
年

1
2
月

1
0
日

（
日

）
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
5
）

「
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
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た

が
ん
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療

～
が

ん
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者
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～

」
（
開

催
：
平

成
2
9
年

1
0
月

2
2
日

（
日

）
1
4
：
0
0
～

1
6
：
5
0
）

1 2
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Ⅲ.広報・学生募集 
 

1. がんプロホームページ 

2. がんプロパンフレット 
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https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/index.html 

 
 
http://www2.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer29/index.html  
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Ⅳ.事業推進委員会 

開催記録 

 
多様な新ニーズに対応する 

「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン」 

事業推進委員会 

 

期 間： 平成２９年３月 ～ 平成３０年２月 

  計６回開催 

 

 

【教育プログラム・コースの概要】

ライフステージに対応した
がんプロフェッショナル
多職種協働人材育成コース

♦ 養成する人材像：
多職種協働による機能的なチームを作り、ライフステージに対応したがん治療
にあたり、患者支援、家族、支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナルケアま
での広範な対応ができる専門医療職

♦ 対象：修士課程・博士課程（薬剤師、看護師、診療放射線技師、診療情報管
理士、臨床心理士、理学療法士、作業療法士、医師など）

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース（インテンシブ）

♦ 養成する人材像：
ゲノム解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたるこ
とが出来る専門的医療者を養成

♦ 対象：博士課程（薬剤師、看護師、診療放射線技師、医師、臨床検査技師など）
（一部修士課程含む）

国際医療福祉大学大学院

平成29年度 文部科学省 「多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン」採択

未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

平成30年度開講
大学院
履修生
募集

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース（インテンシブ）

ライフステージに対応した
がんプロフェッショナル
多職種協働人材育成コース

２つのがんプロコースは、
大学院入学後、選択制により
コースを履修いただきます。

【お問い合わせ先】
国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局
Tel: 0287-24-3000 Email: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp
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Ⅳ.事業推進委員会 

開催記録 

 
多様な新ニーズに対応する 

「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン」 

事業推進委員会 

 

期 間： 平成２９年３月 ～ 平成３０年２月 

  計６回開催 

 

 

― 83 ―



 

平成２９年度 

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン 

事業推進委員会 開催記録 

 

 

準備委員会Ⅰ  平成２９年３月２１日（火）18：00～19：30 

           東京青山キャンパス A 教室、大田原キャンパス A 教室  （出席 19 名） 

 

 

準備委員会Ⅱ  平成２９年４月４日（火）18：00～19：30 

           東京青山キャンパス B 教室、大田原キャンパス A 教室  （出席 21 名） 

 

 

第１回 平成２９年７月１１日（火） 18：15～19：30 

東京青山キャンパスＤ教室、大田原キャンパス O101 教室          

小田原キャンパス B 教室、熱海キャンパス C 教室         （出席 22 名） 

 

第２回 平成２９年９月１２日（火） 18：15～19：30 

東京青山キャンパスＤ教室、大田原キャンパス B 教室          

小田原キャンパス B 教室、熱海キャンパス C 教室         （出席 19 名） 

 

 

第３回 平成２９年１１月２１日（火） 18：15～19：30 

東京青山キャンパス B 教室、大田原キャンパス O101 教室          

熱海キャンパス C 教室                          （出席 18 名） 

 

 

第４回 平成３０年２月２７日（火） 18：15～19：30 

東京青山キャンパス C 教室、大田原キャンパス A 教室          

小田原キャンパス A 教室                         （出席 13 名） 
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Ⅴ.事業推進委員会 

委員名簿 
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